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楽器の音に関する嗜好分析のための質問方法 
 
 

��� ��� 
���������� �171-8588 ��������1-5-1 

E-mail:  yukari.shirota@gakushuin.ac.jp 
 

要旨 本稿では，楽器の音に対する嗜好を分析するための質問形式 2 種類を提案する．楽器の音に関する体系として
システマティックスを採用している．システマティックスの属性そのままのモデルで質問形式モデルを作成すると，
実際に楽器が存在しないコンセプトが生成される．そして，存在しないコンセプトを非現実的組合せとして単純に削
除することは，コンジョイント分析の結果の信頼性の上から，好ましくない．よって，筆者は，属性の割付を変更し，
4つの直行化モデルをコンジョイント分析の質問形式として考案した． 
 
キーワード  楽器，楽器博物館，嗜好分析，コンジョイント分析，システマティックス 

 
 
 

Question Method for Conjoint Analysis on Musical Instrument Sounds  
 

Yukari SHIROTA 
Faculty of Economics, Gakushuin University 1-5-1 Mejiro, Toshima-ku, Tokyo, 171-8588 Japan 

 
Abstract  In the paper, I shall propose two question methods for preference analysis of musical 
instrument sounds. As the base system to classify the musical instrument sounds, I use the 
systematics. However, if we use the systematics model as the response format, we will have the 
problem that there is no existing musical instrument corresponding to the generated concept. It is 
not right to remove the wrong concepts that have no existing instruments, considering the quality of 
the conjoint analysis results. Then, arranging the systematics model, I have made the four orthogonal 
question models for the conjoint analysis. 

Keyword  Musical Instruments，Museums of Musical Instruments，Preference Analysis，Conjoint 
Analysis Method，Systematics  
 
 

1. はじめに 
筆者は楽器の好きな音きらいな音に関する嗜好の分析

を試みている．この分析の従来の嗜好に関する分析と大
きく異なる点は，楽器の音をどのように表現するのか，
その情報モデル作成から始める必要があることであった．
筆者はその情報モデルの核として，郡司のシステマティ
ックスを採用することを提案した1．また楽器の音の嗜好
に関する分析法としてコンジョイント分析を提案した．
しかしながらこの組合せで分析を行おうとした際に，各
種の問題が発生した2．システマティックス自体の属性数
および水準数が大き過ぎるという問題は，モデルのサブ
セットを採ることで解決可能と考える．しかし最大の問
題は，直行化計画により比較検討すべきコンセプトカー
ドを生成したとき，そのコンセプトカードに対応する楽
器が存在しないことが少なくないことであった．これで

はコンジョイント分析は行えない． 
この問題を解決するため，実際の楽器博物館の所蔵品

の楽器について調査した．その結果をベースとし，本稿
では楽器の音に対する嗜好を分析するための質問形式 2
種類を提案する．  
第 2節では，システマティックスについて簡単に説明

し，システマティックスのどの属性を重要と考えるべき
か考察する．第 3節ではコンジョイント分析法について
概説する．第 4節では，楽器の音のモデルと直行化計画
に関する考察を行う．第 5節はその考察をふまえて質問
形式 2種を作り，提案する．第 6節はまとめである． 

 

2. システマティックス 
システマティックスとは，国立音楽大学 元教授の郡

司が提案した楽器の体系づけのための方法である3．楽器




